
 

匿名投稿「保育園落ちた日本死ね!!!」で待機児童に係る問題意識が広く共有されたのは 2016 年でした。

それが十年を待たず現在、利用定員増や出生数減から地域により定員割れ問題が顕著となっています。保育

所の需要ピークアウトは来年 2025 年とされ今後は全国的に経営悪化による突然閉園が頻発する事態すら懸

念されます。そしてまた、「日本死ね」世代前後の子の小学校就学時に学童保育ニーズが未曽有の水準になる

ことは自明だったにも関わらず、有効な対策を打てないまま、今年の学童保育の待機者は過去最高の約 1 万

8 千人（実態はその 1.7 倍とも言われる）を数えます。将来推計人口はほぼ確実に的中する未来予測です。

保育所や学童保育といった基本的生活ニーズ対応になぜこれほど教育福祉行政が後手に回るのか疑問です。 

来年は団塊の世代全員が後期高齢者となります。既に 20 万人以上もの介護人材不足からサービスは行き

届かず老老介護世帯では認知症者同士の「認認介護」も見受けられる危機的状況です。高齢者人口がピーク

を迎える 2040 年まで後 15 年。政局に拠らぬ的確で迅速な施策実行は待ったなしです。 理事長 田中研吾 
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 “より輝いて ともに生きる” 

2024 年 

おおみの 149（グループホーム） 

開所    2024 年 6 月開所予定 

延床面積   95.58 ㎡ 

定員     3 名 

なかもずホーム（グループホーム） 

開所    2024 年 7 月 

定員     2 階建各階 5 名 

延床面積  291.09 ㎡ 
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理事会の開催 および 決議報告 ほか 

◆ 2024 年 7 月 3 日 理事会 可決議案 

第 1 号議案 「青い鳥」送迎用車両 1 台（更改）購

入の承認について 

・「青い鳥」送迎車両の老朽化に伴う更改事業につい

て、3 社の指名競争入札結果に従い、車両を購入

する提案。 

第 2 号議案  評議員会の決議を求める提案 

・上記議案の評議員会決議提案 

◆ 2024 年 10 月 10 日 理事会 可決議案 

第 1 号議案 役職定年後の再雇用規程 改正（案） 

・就業規則に定める役職定年後の再雇用規程の一部

を改正し、状況に応じて柔軟に運営管理に必要な

人材を確保できるようにする改正（案）。 

 

■重度者対応グループホーム建設候補地の購入 

重度者対応グループホーム建設候補地として本部

施設近隣（市街化調整区域）の土地 991.80 ㎡につ

いて購入額 5,700 万円で売買契約を締結し、4 月

25 日に決済を行った。グループホーム新設にかか

る社会福祉施設等施設整備費（国庫補助事業）の採

択を求めて準備を進めオープンを目指す。 

■障害者総合支援法における地域生活支援拠点等

を担う短期入所事業所継続認定 

「ショートステイあかね」について、堺市の緊急

対応スキームである障害者総合支援法における地域

生活支援拠点等の機能[緊急時の受入れ･対応] を担

う事業所として今年度も継続認定された。 

■「大阪しあわせネットワーク」への参画 

今年度もオール大阪の社会福祉法人による社会貢

献事業「大阪しあわせﾈｯﾄﾜｰｸ」に参画し、生活困窮

レスキュー事業を継続実施している。 

■「堺市障害児等療育支援事業」、「堺市障害児通所

支援事業者育成事業」の委託契約更新 

「堺市障害児等療育支援事業（あい・すてーしょ

ん）」、「堺市障害児通所支援事業者育成事業」の委託

契約を今年度も更新した。 

■「おおみの 149」（3 名定員 GH）の開所 

府営団地 2 室にて運営しているグループホーム

「高松ホーム（利用者 3 名）」について、諸般の事

情から 6 月に移転を行った。新たなホーム「おおみ

の 149（定員 3 名）」は高松ホーム近隣の立地で土

地付き中古住宅を購入活用したものとなる。移転を

もち「高松ホーム」は 7 月末で廃止した。 

当年度上半期の主な事業報告 
■「なかもずホーム 1・なかもずホーム 2」（各 5

名定員 GH）の開所 

昨年 8 月より始まった耐震上の懸案があったグル

ープホーム「あゆみホーム（定員 6 名）」の建替工

事が完了し、当年 8 月に「なかもずホーム 1・なか

もずホーム 2（2 階建各階 5 名定員）」として開所

した。「あゆみホーム」から一旦退去していた利用者

全員と府営団地利用型ホーム「桃山台ホーム」や「高

松ホーム」からの転居者が入居し、「桃山台ホーム」

は 8 月で廃止した。 

■ 「青い鳥」送迎用車両 1 台（更改）購入 

「青い鳥」送迎車両（ニッサンセレナ 8 人乗）の老

朽化に伴う更改事業について、3 社の指名競争入札

結果に従い、車両を購入した。 

購入車両はニッサンセレナ（8 人乗）、購入価格

（税込）2,990,000 円、購入店は日産大阪販売株

式会社狭山店となった。 

「おおみの 149（定員 3 名）」「なかもずホーム 1・なかもず

ホーム 2（2 階建各階 5 名定員）」のグループホーム 3 拠点が

今夏オープンしました 

府営団地 2 室にて運営していたグループホーム 1 拠点について、

諸般の事情から入居されていたご利用者 3 名の住まいとして近隣地

に土地付き中古住宅を購入し、「おおみの 149」（写真右上）として

当年 6 月に移転オープンしました。 

また、7 月には「なかもずホーム 1・2」（写真右下）も開設しま

した。当ホームは賃貸一戸建て住宅を利用し長年運営してきた「あゆ

みホーム（定員 6 名）」の建替賃貸物件で、工事は昨年８月より始ま

り 1 年を経ての再オープンとなりました。あゆみホームの元入居者、

団地型ホームの改廃による他ホームからの転居者など 10 名のご利

用者をお迎えし、運営を開始しております。 


